
創価教育研究第4号

創価教育学体系18の 書評

塩 原 将 行

2005年11月18目 は、創価教育学体系(以 下、「体系」とい う)第1巻 が出版 されて75周 年の佳

節にあたることか ら、現時点で創価教育研究センターで収集できた以下の18の 書評を翻刻し紹

介する。体系の書評は、体系第2巻 巻末の書評だけではなく、当時の代表的な教育雑誌や朝日

新聞等にも掲載されている。体系が、同時代にどのように受け入れ られたかについて、今後の

研究が必要ではないか と思 う。

*は、「体系」第2巻 巻末の 「(附録)『創債教育學農系』批判 其二」で紹介 されている書評

を意味する。

なお、できるだけ原文のまま紹介 したいと考えたが、①紀要が横書きであるため、縦書きを

横書きにした。②旧字体については、なるべく原文の香 りを残 したいという観点から、2004年

段階でJISコ ー ドに登録されているものについては、極力旧字体を用いた。登録されていないも

のについてのみ、新字体に変換 した。③判読できない文字は圏とした。

「体系」の書評については、今後、さらに増える可能性はあると考えている。

〈新聞の部〉

*

*

*

1

2

3

4

5

6

7

『中外商業新報』

『東京ニユース』

『教育週報』

『教育週報』

『教育週報』

『東京朝 日新聞』

『教育週報』

昭和5年12月7目

昭 和6年1月1日

日召矛06年1月17日

昭 和6年2月7目

昭 和6年2月14日

昭 和6年3月27日

昭 和6年4月25目

〈雑誌の部〉

*

*

1

2

3

4

5

6

7

8

『環境』

『十勝教育會報』

『改造』

『教育論叢』

『教育學術界』

『帝國教育』

『教育時論』

『初等教育研究雑誌 小學校』

出版日不明

昭和6年1月25目

昭和6年2月1日

昭和6年2月1日

昭和6年3月1目

昭和6年3月1目

昭和6年3月5目

昭和6年5月1目

MasayukiShiohara(セ ン タ ・一事i9長)
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創価教育学体系18の書評

9『 教 育 論 叢 』

10『 國 漢 』

11『 レツ ェ ン ゾ』

昭和6年5月1日

昭和6年5月20日

昭和9年4月1日

〈新聞の部〉

1.『 中外商業新報』第16106号 中外商業新報社

昭和5年12月7日 ・6頁 新刊批評

牧 口常三郎氏の「創債教育學膿系」を讃む

一記者

すべての社會 問題や人生問題の基礎は一っに教育によつて解決せられるのである、それか ら

人類の幸福一文化生活の円満なる遂行を企圖するものもやはり「教育」であるともいへよう、實

に社會、國家の今後について運命づけるこの偉力を規範する所の教育學の現状は どうか、わが

國民教育 とても一般文化同様、維新後移植された泰西文化の模倣に過ぎなかったのである

◇

今回牧 口常三郎氏は舟年來の膣験 と倦むことなき學理の研究 と、透徹した思索 とによって得

た「創償教育學謄剰(全 十二巻)を 世に問うたのであつた、これによって模倣をこれ事 とする

わが國々民教育の萎微(1)を 救濟 し、ひいては現代各方面における行詰 りを打開すべき貴重な

る所産である

◇

從來の教育は抽象的個人を封象 としたのであるか ら、倫理學 と個人心理學を基礎科學 として

ゐたに封 し、今後の教育は具膣的社會人を封象 としなければならないから社會學 と心理學(特

に社會心理學)を 重視すべきであることを、牧 口氏はいち早 く主張 して來たのである、こンに

同氏から債値創造の教育の必要の叫ばれた所以がある

◇

本艘系は勿論最新の社會學的見地か ら出獲 して、著者針年にわたる尊き實地研究による蹄納

的所産であつて、從來の概念哲學を棄て債値創造にその基調を置いたのである、氏の創債教育

學はこの理論的基礎の樹立から、これを如何に表現せ しむるかの論究にまで及んでゐる、即ち

氏の教育學の機構によるその實践を「教育政策」と「教授法」とによつて具艦化 してゐるのである、

實にこれこそ本膿系が蹄納的所産である謹左 とすることが出來よう

◇
マ マ

著者は「教育改造」にいつて次の五大要件を主張 してゐる
一

、教育の経濟化
一、系統的文化的教育法
一

、教育憺當者の精選
一、教育の制度及方法の生産的創贋的改革
一

、學校即社會の観念

即ちこれが氏の創債教育學の目的論であって、これを實現すべく

[教育機關の改造]教員の優遇△師範教育の根本的改革△小學校長登用試験制の實施

[學制改革]半 日學校制△教科教材の教育力學習力の経濟的取捨

等の實践について提唱 してゐるのである

これ等の諸黙からのみ見ても、本書が從來の教育髄系の古き殻を粉砕 し壼 して余魎がないと
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創価教育研究第4号

思ふ、本書世に出てわが國民教育の前途に幾多の光明をもたらすことを喜ぶものは記者のみで

はあるまい

[創債教育學髄系第一巻、四六版二五〇頁一円二十銭]碑 田旺南神保町九富山房

(1)創 価教育学体 系では、 「萎靡」 としている。

2.『 東京ニユース』(1)

昭和6年1月1日

『創債教育學』批判

所謂芝匿内市立小學校長三羽烏と稻せ らる ＼一部校長の深刻なる諜訴に由りて時の匪長や一

部匿會議員學務委員連迄が夫れに乗ぜ られ一時はどうなるかと思はれる迄の騒動の眞只中に泰

然自若 として微動だにもせず、切れるなら切って見よと、いやに落ち付き梯って教育家の威嚴

を見せてゐた。

牧口白金校長は其後同僚の鼠輩共が幾らじたばたしても知って知 らぬ顔で、隠忍 自重の数 目

を過して遂に多年の宿志たる結晶が漸 く生れ出る事 となった。

人も知る通 り牧口校長は現代稀に見る人格者で、現代動もすれば幕間者流の校長の増加せん

とする折柄氏の如き學識深く且つ人情に富む眞の教育家は、稀有であると云つても過言ではな

いのであるが、氏は婁に明治三十六年に早くも「人生地理學」と稻す る浩翰なる一大著述を爲し

現時流行の人類地理學の第一の置石 と爲し此書の公刊に依つて、我國の地理學が其の外貌を一

攣 したといはれてゐる程の卓越せる識見 と秩序ある學説の統一を爲したので有名であるが、今

同又もや此の数閲月の精進に依 り「創債教育學髄系」と稻する十二巻の大著述 を計書し、既に第
一編 「教育學組織論」、第二編「教育 目的論」を一珊 と爲せる第一巻 を公刊したが、績いて第二巻

第三編 「債値膿系論」が近日出版せ らる 』筈であると云ふ。

思ふに故デルタイ氏の債値教育論や稻毛誼風氏の創造教育論なるものは、何れも一長一短で

完壁せる形式ではない。今氏の創慣教育學は所謂前爾者を一丸 とせる學説の様である。内容の

順次畿行を倹ってて明瞭するだ らうが、兎に角こうした刊行を爲す氏の博識 と又努力 とに封し

てでも充分に敬意を表する債値があると思ふ。殊に氏の本説は只輩なる机上の空論ではなく、

實際に氏の學校で教育しっ Σある事でもあり、今後 どこの學校でも直ちに磨用して速効あるも

ので、本書の出版に依って襲に人生地理學が世界の學謹を一攣せしめたと同様に、現時の我國

の教育界に新軌道を示すべきを信 じて疑はぬ。氏よ盆々自重し精進 してこの大學説を完結せよ。

(1)創 価教育学体系第2巻 巻末付録 によ り記載。東京 ニュース について詳細不明。

3.『 教育週報』第296号 教育週報社

昭和6年1月17日 ・7面
一小學校長の偉業

三十年が ＼りで

教育學書十二巻

牧 口常三郎氏没頭の

「創便教育學」出づ

嵌 塞鱗 摩』の響薯として蒲三+灌嘗繍 こ亀蝉 算に紮塾 を葎 した竣 曾蓄三
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創価教育学体系18の書評

徽 はその謝 鞠 皆算 に身を捜 じ、}麓に矯 景う絃 甜 劉 鐘 寝嚢 として、霰者

皆蔭は笏継 需}鑑 の襯 にも努力してゐたが、この羅その翼驚 宣に笠 る纏 の

藁霜 を塞蓮して、繭 濾 騨 留 紫』塾+二 巻 落 馳 六}斡二五〇頁)を著はして笹に

商ふと薪うとなり、その黎港 を}耕加 た.氏の葡堪 うする繭 蔽 者餐 とは契窪 の管欝

たる簾 を着穣 嶋 る焚智を饗晟 す霧 鞍 の鰻 留 紫を鹸 するものであつて、その

皆には窟く書餐 欝、麟 鞭 石ξ議 カミ多分に答 まれてゐる.良は焚窪 鱗 讐 だ簾 、斐

輔 う屠 覆く翻 難 にく繭牒 し覆 粉奪霰管算 に入つたものであるが鍵 纂の霰者奪

力錯 繹欝であつたのに廉らず縮 の曽 蔭力、麟 鯖欝 に襯 することを思ひ豊ち、馨表

縷 まで雛 し、翻 も鴇 を寛ては寵譲 した… 募鵡 膀 飴に紮 ても、窟 く書餐 握

縫 奪の聯 幟 、憲て研究を響 らなかつた.その憎 蟹翻 馨 奪を蔓く毒 もあつた
つ ゴ きく と うじっ さい りつきや く けんき う けつ しんたいせ いし あく

が、氏は飽 まで實 際 に立 脚 して研 究 を大 成 しようといふ決 心 で苦闘 を績 けて來た。

かくてその縮 笏が載箇のトランクに盤れるに蜜ったが、長は安焚鮪 のし癒う撮 により

薯 を塑 することを灘 し選 に琴 く趨'の馨 を寛たものである.粉 鞠 腎 旨講 にして

霰騨 を寮縄 曝 霰 したものは腱纂儲 のことで底 のこの識うみは霰皆算 に警 して

奇なりの楚 蓉うを喚壷 すもの境 られてゐる.響 轡 灘 懸 のく書'が+二}解 養講 か

ら編_ツ 結憲 厳 笥 書'聯f備 力、れたが、轡 鷲 薯は援 甑 を黙め+醜'で 、

晩餐く各'履響 薯の灘 趨 簑 芝 に警する冒難 馨、瀧 の慧覚饗 く鍵 奪があつて多
じさんくわいかうくわ あだい

大 の効 果 を畢げて十時 散 會 した。

4,『 教育週報』第299号 教育週報社

昭和6年2月7日 ・8面

嫌な感じのした 『一』の字

牧 口氏の著述に關して

御法ケ丘五十彦

だい ばん また に ほん ば あひ じ よ かんとうだい

第 一 等 とか 、 第 一 番 とか 、 又 は 目本 一 とい ふ 場 合 の 『一 』 の字 は 良 い 感 じの す る 『一 』

の革であるが、嶺 難 と力莇 鐘 寝嚢 とカ、いふ麗 のr-』 の革は蛍 められた穣な鵠
べつ かん じ

蔑 されたや うな感 じのする 『一』の字である。

今回東京市芝匠白金小學校長牧 口常三郎氏が創債教育學十二巻を著作刊行せ らる》こと』

なり、既にその第一巻を公にせ られた。學の構成を從來の演繹的方法に慷たらずして、蹄納的

方法に立脚 されたことは氏が實際教育家 として、當然採 らる㌻態度であらう。學的評債の姐上

に上るのはこれからであらうか ら如何に世の視聴に反映するかは未決の問題であるが、特別に

多忙な帝都の小學校長に職を奉 じ此の大業を成就せ られ、世に問ふ ところあらんとする、牧 口

氏の努力と勇氣とは、實に敬服に鯨 りありと云ふべきである。氏は今より約三十年前人生地理

學を著作刊行せられ洛陽の紙償を高からしめた篤學の士である。今回の創債教育學も必ずや、

これによって、一大センセーシヨンを斯界に投ぜ られることと思ふ。或は專門學者や、文献と

思索に凝らる》學徒からは、その内容の深 さに於て批評を妄 りにするものもあるか もしれぬ。

哲學にしても、一般精神科學にしても、唱ふる人の思想の根擦が異れば、其の内容 も組織構成

も異つて、互に相反する論議をなす事になるのは當然である。意見が異るか ら債値がないと断

ずることは出來ない。償値創造を教育の目的としたことは必ず しも創唱 とは云へないかもしれ
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創価教育研究第4号

ぬが、學の研究的方法に立脚 したといふことは、將來の教育學研究の方法的方面に大なる刺激

を與ふるものではあるまいか。兎に角氏の研究的態度の眞摯なること墨努力の大なること、勇

氣の旺んなること、而して亦内容の深刻豊冨なること等、所謂學徒の一篇の論文的著作でない

ことは事實である。

一舗 緊 焚は、簿 繍 瀟 はれ誕 鹸 弐ある。く潔'薗巽の襯 は鰭 に勧 カミたく、

旨緊巽のそれは鞘蓉 にもてはやされ槻 それと腎 じく製餐 霰鍵や、留茎の着響 のある

もの聯 は繕 みにし諸 り難 がるが、茗も磁 もないもの慮 覚は、賄1こ 践 を耕 に

答 んでゐても澗 塒態に甑 建 責は鶏 自漉 め榛 たやうであるが、簿窺詩 認 薩う

はなか_ぬ けぬもの卿 うである.しカ、し騰 駿誉 にく瀦んする聯鍵や、苑鼠 こく蘭んする

縁覚は騰 繍 薯の}誓を発痛 くべきものであつて薮しい.とは芸_琴 の窺じ義うに寮て
も しよとうけふい くしやさす が い ゆ うき わたし じ しんき　コ か

直 に斯 くせ よとは、流 石に言ひ切る勇 氣を 私 自身 でさへ持たぬ。初 等 教 育 者 が自分の
けん きう つ よ う わた し じ じつ いま ばめ さ ばんしよくせ き

私 は事實 よりも今 の場職 責 に目醒めて一般 の研 究 を積むことを要 するか らである。

蓉は惹覚 として途ぶる斐けの雛 しカ、ないが、鴇う纂に寮 ては、縫 盤 の冒潔鞍者 の

彗 については、簸 に慮 を蒙ずるもの遭 に、叢喫 の繊 薯があるといふ嵐 にありた

いと慧 剤 繋ら頗 露 については、箕露 に壌 霧 ずるものが鶴 薯を貿て控ずる斐

けの簾 を勧 と筒蒔に、粧く書'は箕の醤 磁 は箕の讐 の巽 を琶董する慰 を蚕 くし、
り謁う噺 後

っ諾 かなければならぬと慧属 かくてこそ、窟く書'の斐 糟は糞晶 に讐 し
はつてん う おも嚢 展 し得ると思 ふ

。

四

我が牧 口氏の如きは如上の意味から云ふ と實に日蓮にも比すべき初等教育界の大先覧であ

り得るであらう。それに封し教育の週刊紙である教育週報が『一小學校長の偉業』と題された。

卜 』の字は、世間の通有観念か らいふ と實に侮辱した文字の使ひ方 といはねばならぬ。先 日

も東京市内で刊行せ らる)・L教育新聞(1)に 『一小學校長の分際でよくもこんな大事業をなし得

た』 といった様な記事があった。内容は頗る褒め文句が並べてはあったが、その時か ら 『一』

の字に甚だ簾 らず思つて居った。然るに亦週報紙上に同じ様に 『一』の字が使はれてあるのを

見て、嫌だなと思つた。ちと神経を尖が らか し過ぎたかもしれぬがかくては眞止なる職を奉ず

る小學校教員の自尊心を傷 くる事彩 しいものがあればせぬか。傷けらる墨ことは構はぬとして

も、これが爲めに教育を天職 として奉仕せんとするものの信念を傷け牽いては、見童教養の上

に悪影響を及ぼすが如き事はないか。『一』の字を假 りて所感の儘 を述ぶる次第である。

五
まきぐちし たの か もつと し しことわ お

尤 も氏 とは知 り断 っ て 置 くが余 は 牧 口 氏 に 頼 まれ て こ ん な こ とを書 い た の で は ない 。
しんかう なんら りがいほどあ おおい かた も

合ひではあるが、 大 に肩 を持つてや らうといふ程 の親 交 さでもない。そこに何 等の利 害
だ さんてきねんりよ こ せつぶん よ し じ しん ひくわんけい

關 係 や打 算 的 念 慮 からいはんとするのではない此の拙 文 を讃まれた ら、氏 自身 は非
じ蓄う

に舗 がられるかもし楓 しカ、しもつと議 無 レベル粛 いと鼠 こ恵懸 を藩かる・
へん えいきやうみ すさき わらはなし

氏は、フフンと鼻 の先 で笑 つて見らる＼に過ぎないか もしれぬ。その邊 の影 響 が如何あ

らうかはま蜜 く繍 は蘇 ないが、罐 お}萎けにされた鰭 ノに自を透したときの隷 じを、同癩
ぜう の おも
上 で 述 べ て み た い と 思 っ た ま で ゴあ る。

(1)「 教 育新 聞」 は未見。
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5.『 教育週報』第300号 教育週報社

昭和6年2月14日 ・8面

創債教育學騰系

牧口常三郎著

著者牧口氏は今より三十年前 『人生地理學』の力著を世に送った人で、現在は東京市白金小

學校長 として實際教育に携は りっ ㌻學的研究に努力 して居る。今回その多年の研究を整理して

『創債教育學艦系』十二巻 にま とめその第一巻 を刊行 した。從來の教育學書には欧米の翻繹、

模倣か學者机上のものが多いが本書は著者が教育生活の實際から蹄納した血の結晶であつて、

『新しい教育學を實讃的、科學的に蘇生せしめて、實際の教育生活に密接なる關係を保たせよ

うとしたのがこの創債教育學である。』とは著者の言。有力な文献 として推漿するに足る。

(神田匿通神保町九、富山房、債一圓廿銭)

6,『 東京朝 日新聞』 東京朝日新聞社

昭和6年3月27日 ・6面 讃書

教育指導の原理

「創債教育學艘系」第一巻

佐藤瑞彦(1)
じ てん の めい じん え ほ う そくめい かり

「物理學者、必ず しも自轄 車乗 りの名 人 ではあり得なかつた」り「文 法學者 即 名 文家では
＼'・ 、 ＼ 、 、 、 え こと

なかった」りするや うに、「教育學者がことシ＼ く教育者であり得なかつた」りしてゐるのが、殊

に、叢詮 繍 犬 の國の窺瑛である.養 藤翁 者ならざる者が、その鹸 よりも、蛍 な

る、護書覇の廣さから疲縛 してまとめた鰭悉や雛盤やの塊りを教着學として公にする。心

なき甕潔豪はた直ちにその黍 りにも観盤論詩なものであるのに論 つかずに、これを以て邑

勢 の在事の鱒 髄 たらしめようとっとめる.鰭 と旨擦 との、礫 をら難とした勢 巽

審淫である。これ、鹸 器 譲に紫 擦してゐる雛慧論欝繍 學の黙 に鞍 総 溺 翫
ゆゑん

つSあ る所 以 で も あ る。

か、る縮 算 の窺熟 こありて酸 曾氏の襲 「縮 縮 學籠'}紮'」はまつ以て、鍋 の蒼

義を、縮 皆藤者み首から踏 齢から生みだした縮 の騰 購 たるの軸 こおいて、雛棟す

る 。

縮 者 それは必ず皆議 でなければならない。縮 學者も縮 のことに鷺 らうとす

る覆 りにおいて、灘 身、縮 の旨鷲 でなければならない。竣 甘氏は縮 冒蔭象であ

る.われ_の 國でも、疾うに皆潔者から、教皆 に藤 な鹸 髄 の辮 鯉 素がその
たいけん とほ う だい かんが

蹉 験 を通 して生みだされてもよい年 代 になってゐると 考 へ られてゐた。その火ぶたを氏が

動つたのである。だから、これこそ本審 の暑暑墨だといひ得られる。

この書の第二濾 義は、社答 が「教肴」のすべてを繍'す るといふ審 にλ鹸 虹 た労難

を脅いたことである。廊 ㌔ 「桑は、薪教皆 學難霰 のス。_ガ ンを鍵 竜 したい」とレ・つて、
しゆつはつ か ち(マ マ)へ う けいさい げん り あけいけん

「(一)経 験 よ り 出 獲 せ よ。(二)償 直 を 目標 とせ よ。(三)経 濟 を 原 理 とせ よ。」を畢

げ て 居 る。

難 をい_ば ある。が、わ急しは以堂 の三蕪 からこの書鴬 箱 慮 義を鎌 じ、黙 ・に繍 盤 智
ほ う

望 してゐるものである。【四六判二五〇頁一圓二十銭神田通神保町九富山房】

(1)佐 藤瑞彦は、 自由学園小学部主事。
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7,『 教育週報』310号 教育週報社

昭和6年4月25日 ・4面

牧口常三郎氏の

創慣教育學膿系(第 二巻)

爲藤十郎

牧口氏の創慣教育學膿系第二巻が出た.同巻には第三編債値論が収められてある。債値論は

氏が最も苦酸 を嘗め最も重要視 して論究したものであるとは氏の述懐であつた。そこで、これ

だけでも是非精讃したいと希念 して居るか、日々の仕事に追はれてその希念はまだ果されない。

た ゴ、やっと表面的な通讃だけ濟 したので、簡輩な讃後感 を述べて見たい。素より批判の段に

は至らない。

×

債値問題は古來最 も難解な問題だとされてゐる。けれども人生が債値の追及である以上、人

生と離れ得ない科學の研究に當つてはこの債値問題を回避する繹には行かぬ。氏はその序文中

に於て 『日々多忙なる生活に追はれてゐる吾々實際者にはとても悠長に哲學をなし思索に耽る

などの暇がないことは輩に余一人のみの事情ではあるまい。從って哲學的教育學が如何程進歩

しようとも、斯道の學者達が如何に高尚幽玄の眞理を講 じようとも、肝腎の實現相手たる實際

家には恐らくは容易に理解 されるものではなからう』 と述べて、實際家に取っては該問題の哲

學的研究は到底不可能であると断じ、之を経験的立場から研究するの可能を認めてこれに突入
くママ　

し で 居る 『哲學者の研究が實際生活に役立っに至るまで尚遼遠なる前途がある。(中略)思 ひ

切って概念哲學の証惑を脱却し、経験科學を建設するでなければ、何時までも教育の革新は期

し難いと思ふま 》に蝕に至つた。』とは氏の債値論を草した眞意を披渥 したものであると見てよ

からう。

×

本書に論述 してある所は、債値 と教育、眞理と債値一 認識 と評債、認識観、債値観、償値

の系統人格債値、評債法及創債法の七題 目に就て ゴある。

本書に於て、氏の最も苦心したであらうと見られる重大問題は、債値膿系の更改である。眞、

善、美の債値腱系に就て、これまでの哲學界に於ては誰一人疑問を挿むものがなかった。然る

に氏は考察の結果、眞理と債値 とは全く別異のものである事を知 り、從來の債値膣系から眞を
コ

除去し、新に利を加へて、利、善、美の新膣系を作った。これは可なりに重大な問題で學界に

講論を捲起す事であらうしその結果これが容認 されるか否かは未知の問題である。

また小西重直博士の 『聖は眞善美を兼撮して眞善美以上の新 しき特性を有する渾然たる一新

債値なのである。』といふ意見に封しても異論 を唱へ 『結局は利善美以外に債値を分類すること

が出來ないではないか。』と。 これにも小西博士か ら駁論が出る事であらう。

×

氏の所論の是非正誤は、今 日の威遽に評定は出來ないであらうが學的良心に忠なるの氏が、

敢然としてその所信を姐上に供 した事は眞に敬服の外はない。

序に文章にっいて一言したい。一般に學的表現の文章には難解のものが多い。本書はその黒占

から見て大分平明になつて居る様に思はれるが、尚一層之を護み易くするために、成るべく専

門的用語を少 くし、抽象的説明に封する具蹉的引例を多くする事を希望する。氏の言ふが如く、

教育實際家は頗る忙 しい。これらの人々に提供するものとしては少 しでも讃み易いといふこと

が効果的だと思ふからである。因に本書獲費所は神田匿神保町九番地富山房で、定債は萱圓十

銭。
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〈雑誌の部〉

1.『 環境』第10号 城文堂

出版日不明

創償教育學批判

東京府高等学校教授 甘庶生規矩

(創価教育学体系第2巻 巻末付録に紹介 されているが、内容は 『帝國教育』 と同じため、本文

省略。『環境』第10号 は見っかっていない。)

2.『 十勝教育會報』第147号 十勝教育會

昭和6年1月25日 ・紹介

◇ 創債教育學体系 牧 口常三郎著

嚢に人生地理學を著して我國の地理學の潮流を一轄せ しめた著者はその後沈黙を守るこ

と三十年今回経験より出獲せよ。債値を目標 とせよ、経濟 を原理 とせよ。學習力に於て教

授力に於て、時間に於て、費用に於て、言語に於て音聲に於て、常に経濟原理を旨とし、

文化償値 を目標 として進め、天上を仰いで歩むよりは、地上を踏み占めて、一歩一歩に進

め、のスローガンを提唱して、尊き体験 と深き思索 とのもとに純 日本的な教育學を著作 さ

れた。人生の目的たる慣値を創造 し得る人材を養成する方法の知識体系を詳述せんとする

のが氏の企圖である、氏の前著人生地理學 と共に從來欧米模倣に依って 自己満足に堕して

居た我 日本教育界に封 して新生の道を教へられ又我々實際家には好指針 とな り得るもの

と信んずる。

尚本体系は全十二巻にて総論及各論 と別れ定債は一冊金一円武拾銭である。敢へて諸氏の

一讃を奨む。

3.『 改造』第13巻 第2号 改造社

昭和6年2月1日 ・新刊批評

牧口常三郎氏著

『創債教育學艘系』

田邊壽利

ママ

ー九三〇年を送らんとするに際して、牧 口常三郎氏の創便教有學膣系第一巻が世に出た。三

十年前學界の耳目を饗動して十版 を重ねた 『人生地理學』の著者によつてものされたこの 『創

償教育學』は、我國今 日の社會意識に封 して如何なる意義をもつものであるか?

牧 口氏がオ リジナ リテに富む學者であることは、三十年前に於いてすでに誰明濟みである。

氏の 『人生地理學』は、社會及び社會學の意識の上に執筆 されたものであり、我國の地理學の

方向を全く一攣 した といはれるものである。氏は社會及び社會學に封する關心は、新著の 『創

債教育學』に於て愈々強烈に現はれてゐる。而して氏は、社會の観念を中心 として教育學を論

じ、教授法を説き、教育制度を批判 してゐる。この鮎に於いて創慣教育學は、曾て人生地理學が

我國の地理學に與へ られたと等 しい革新を、我國現下の教育學及び教育に與へ られるものであ

ると考へられる。

著者は 『余はカン トをしてオーギス ト・コントが社會學を獲表 した後に出でしめば、必ず喜
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んでこれに賛成 したであらうといふことを断定するものである』と言ふ。すなはち氏の教育學

に於いては、概念哲學は實謹的社會學によって完全に克服 されてゐるのである。また言ふ 『是

迄の哲學的教育學は、倫理學 と心理學の基礎の上に樹立 されようとして、遂に今 目に於けるが

如 く、實際の教育者には殆んど債値を認められぬ程に、教育實際家から敬遠 されるや うになっ

た、・… 。此の時に當って、實謹的態度によって社會學を建設 し、且っ社會學の基礎の上に教

育學を築き上げて吾人を啓獲 したデユルケム氏の思想は、本邦の教育學界に一大革命を將來す

るものといはねばならぬ』と。

我國の教育學者及び教育者達は、社會科學を敵視 してゐるかのごとく思はれる。しかしなが

らこれ程非常識なことがあり得や うか。社會 を離れて何庭 に教育があるか。社會科學 と絶縁 し

て如何にして教育學が可能であるか。社會 を無視せんとす るイデオロギー。そのイデオロギー

によって支持 されてゐる教育。 この教育は今までに如何なる果實を齎したか。 日く學校騒動。

日く受験地獄。日く就職難。 これ等の果實の味が如何 に辛いものであり如何に澁いものである

かは、現代 日本人の何人もが経験 した ところであらう。

このイデオロギーの所産たる教育學 を、教育制度を、教授法を、徹底的に革新 し、社會 と教育

とを、教育學 と社會學とを完全に結びっけんと企圖するものが、牧 口氏の創債教育學である。故

に氏は言ふ。『今後の吾々教育者は、何を措いても社會學の攻究を怠ってはな らぬ筈である』と。

四

牧 口氏は、『人生地理學』の上梓以來三十年、或は文部省にあって或は東京市の小學校長 とし

て、教育の實務にたつ さはつてゐる人である。生きた教育者であり、生きた學者である。机上

の空論によって教育を遊戯化せんとする、所謂學者ではない。氏の所説は教育を社會のあらゆ

る角度から眺め、社會の文化的箇面 と経濟的基礎 とを充分に顧慮 したものである。それ故 に最

も安 じて世に推奨し得るものである。

牧 口氏は、未だ曾て 自己の所説を椹力の下に屈服せ しめたことはない。氏は現に、東京市の

最優秀校たる芝白金小學校長であるが、威武に恐れず金銭に迷はざる氏の高潔なる性格は、あ

らゆる暴歴と闘って信ずるところを常に貫徹 してゐる。怯惰なる無氣力なる我 日本の教育界、

殊に醜聞渦巻 く東京市の教育社會に於いて、氏の存在はまさに泥中の蓮であるといはなければ

ならぬ。(東京麹町匹九段坂下牛ケ淵、富山房 ・定債一圓二十銭)

4.『 教育論叢』第25巻 第2号 文教書院

昭和6年2月1日

創債教育學大系

牧口 常三郎
くママ　

創償教育學 とは人生の目的たる 慣 を創造し得る人材を養成する方法の知識膿系を意味す

ると著者は言ってゐる。本書は過去三十年に亘る著者の學的精進の結果である。社會學的基礎

の上に立っを特色とする。全部十二巻 より成 る。本書はその第一巻で教育學組織論、教育 目的

論の二編を牧む。第二巻は償値膿系論、第三巻教育機關改造論、教育制度改造論、第四巻教育

材料論、教育方法論以上が総論で第五巻以下は道徳教育、綴方、讃方、書方、地理、郷土科、

算術、理科、歴史の各論、氏の長年月に亘れる教育農験は、本書を輩なる理論の開陳に止めず、

實際役に立っ ものたらしめるを疑はない。紙敷第一巻四六判二五〇頁、定債萱圓武拾銭東京市

外上大崎三三六、創債教育學會獲行。東京神田富山房獲責。
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5. 『教育學術界』第62巻 第6号 モナス

昭和6年3月1日 ・新刊紹介

創債教育學髄系(第 一巻)

牧口常三郎氏著

本書は地理學者としてかねて周知の牧口氏が、二十年間の思索と経験 との結唱として全十二

巻の第一巻 として著はされたものである。「創償教育學とは人生の目的たる債値を創造し得る人
マ マ

材を養成する方法の知織謄系を意味する」と緒編開巻に於て説破してゐる。内容は教育學の憤
ママ

値的考察、教育學の本書、教育學の研究法、教育學の組識 内容教育 目的論である。研究態度の

眞摯なる凡て教育研究者の伴侶として好個のものである。(東京市外上大崎三三六創債教育學會

定債一圓二十銭)

6.『 帝國教育』第583号 帝國教育會

昭和6年3月1日 ・自由論壇

ブックレヴュウ 牧口氏の「創償教育學」を讃む

甘薦生規矩

學校で學んだ事は役に立たぬとは久しい間聞かされて來た嘆聲である。慮が學校で習ったこ

とだけで十分間に合ふ社會がある。教育界がそれだ。之には例誼を學げる必要はあるまい。そ

れにしても此の如き封立は何がさせたのであるか。自分は率直に云ふ。教育界に進歩がないか

らであると。教育界は相手が何時も子供である。進歩がなくともやつて行ける。だから教育界

には進歩がなかつた。けれども社會は常に進歩する。だから學校で習ったことは社會へ出ては

役に立たぬ。けれども學校では立派に役に立っ。一膣それでよいのであるか。無論悪い。だか

ら現代のや うな陰疹な世相が現出したのではないか。學者は何をしてゐるのか。外國の知識の

受責ばか り。實際家は何をしてゐるのか。何時までたつても空手形の齪獲ばか り。誰がこの後

始末をするのか。

「我が國に於ける教育の學説は過去三十年の間にヘルバル ト派 ・實用主義 ・動的教授 ・自
くママラ

由教 教 ・プロジェク ト メソツ ド・ダル トンプラン等々、恰も支那の政局の如 く眩しく攣

縛を績けて來た。けれ ども夫は動揺極 りなき上層氣流の動きにも似たものであつて教育の實

際家にとっては殆ど何の影響もなく從つて何等の危瞼も亦利盆もなかつたのである。我等は

之を幸福といふべきであらうか又不幸 と見るべきであらうか。」

とは三十年間ちっと我國の教育を凝視しながら其の問絶えず輸入されて來る西洋の諸學説に
一々細い検討を行って

、結局何等得る所なきを悟らしめられた我が牧 口常三郎氏の述懐である。

吾人は此庭に氏をして再び其の大著述を世に問はしむるに至った所以を知ることが出來る。氏

は小學校の校長である。遂に十字架を負ふ士は現れたのだ。

二十鯨年前氏が人生地理學なる一書を公刊 して久しく沈滞 してゐた我が學界に漸 く進歩の素

地を作つたことは既に世人の知る所である。吾人が敢て再々云ふ所以は此庭に存す る。

「實際の教育事業を母髄 とし之に科學者 としての巖粛なる解剖のメスを加へることによつ

て獲得する教育理論こそ永遠的生命を其の根幹に存するものでなければならない。余は實誰

學者の言や科學者の聲に無限の信頼 と力強 さとを畳えっ 峯此庭に實際を基調 とせる知識腱

系を創建 し多年哲學的教育學に去就 を決 し兼ねたる本邦教育界に其の道標 を打建てんこと

を唱導するものである。」

氏は明治以來六十鯨年間に獲表せ られた學者の業績を悉 く精細に分析吟味した。けれ ども自
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己の三十年に亘る實際の経験を膿系づけしめるに足るものは遂に得 られなかった。敢然 として

自ら立っことを鯨義なくせ しめられた氏はその立脚地を社會的實謹主義にとつたのである。吾

人が最 も安心 して氏の學説 に聴 き得る所以は此庭 に存する。又最も安心 して其の著創債教育學

を推賞出來る所以も此威 に存するのである。

創債教育學全十二巻、漸 く第一巻が刊行されたばかりで未だ批評の時機ではない。 けれ ども

市内の小學校長 といふ激職にゐてよく此の大著述を完成 し得たこと、それだけで既に驚嘆に値

するものがあるではないか。況んやその文章 といひ識見 といひ學識 といひ総て一代を畳醒する

に足るものである。吾が國二十餓萬の教育者の爲に氣を吐 くもの、而して其の全経験 を照 らし

て之に眞に進歩の生命を吹込み得るもの、之が此の書の眞面目であることを思ふと吾人は一 日

も早 く其の全巻が刊行 される日を鶴首して待っ と同時に、所謂役に立っ教育が全國に行はれる

日の遠 くないことを感じて此の上へ もなく愉快に覧えるものである。

7.『 教育時論』第1646号 開獲社

昭和6年3月5日 ・新刊紹介

創債教育學膿系

牧 口常三郎氏著

牧 口氏の企による「創債教育髄系」は十二巻よりなり、第一巻 より四巻までを総論とし、第五

巻より十二巻までを各論 とする大事業で、今回その第一巻(第 一編教育學組織論、第二編教育

目的論)を 獲表した。著者は三十年前 「人生地理學」の著作を世に送って、名聲を博 した篤學

者である。

この 「創慣教育學」は概念哲學によってでっち上げたものでなく、著者が三十年間思索研究

して生れた社會科學を基礎に置く教育説である。

教育は一っの社會現象である。だから教育は社會を無視し、又その社會の根基をなす経濟を看

過することは出來ない。

この意識、観鮎から著者は教育制度なり教授法等の革新を意圖してゐる。

眞摯にして熱力 を有つ學攻者牧 口氏は我が教育界に於ける偉大なる存在である。而 して本書

が、欧米學者の翻課でも焼直しでもなくて、著者 自身の貴い腔験の結果である事、それが本書

の輝きである。(東 京神田匪通神保町九 富山房 一圓二十銭(第 一巻)

8.『 初等教育研究雑誌 小學校』第50巻 第2号 同文館

昭和6年5月1日 ・新刊紹介

創慣教育學謄系

著者 牧口常三郎

襲行所 東京市紳田通神保町

富山房

定債 萱圓武拾銭

著者の序文から直接敷語をかりて、紹介 にかへ、敢へて蛇足を避ける次第である。

「債値 を學説の封象として取扱ふに至ったのは他の諸學問に於けると同様ア リス トテ レースの
ママ

昔 に始 ま る。 爾 來Kirchenvaterよ り中世 のSchalastikerを 経 て 、 文藝 復 興 期 及 啓 蒙 時代 の 後

を受 け 、 十 九 世 紀 を通 じて 今 日に至 る 上 下 三 千 載 に亘 り、 甲論 乙駁 せ ら る ＼に不 拘 、債 値 論 は
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未だ確然たる蹄趣 を見出し得 ざる問題の一つである。他の未解澤の諸問題に於けると同様に債

値論に於ても種々の貢献をなす學者にして、債値論に於て限りなき困難に遭遇す ることを自畳

し、且之を除却せんとして一の新 しき膿系を建設せんとす るに決して頭彊の鋭敏好述の明快を

示 さず と云ふではないが、此の困難を自畳し之を除却す るに急にして、何故に債値論 には此の

如き困難が横はつて居るかの根本問題に想到するものは殆 どない。債値論の最も深き病根は恐

らく妓に存す る。我等後進の學徒が慣値に於て何等かの言 をなさん とするのは先づ出獲瀦を妓

に求めて根本的に儂値論を考究するの態度を避けてはならぬ」とは経濟哲學の灌威故法學博士

左右 田喜一郎氏が大正六年の著書 「経濟哲學の諸問題中の一節である。恐らくは近世の欧羅巴

の哲學界に於て最も重要視されながら最 も難解 とされて居る此の哲學的債値問題 を本邦に紹介

し想唱し初めたものであらう。

當時余は氏の他の著書と共に座右を離 さない一として鈍拶を鞭って幾日も熟讃 したものであ

る。博士の如 き明晰なる頭拶の人にして尚ほこの難境に苦心する状態が窺はれるに就いて大な
くママ　

る尊敬 を此の書に梯ひつ ＼も、その難解には呆然たる事一切ではなかった。爾来十 百 絵年難解

に苦しみつ 》も償値問題は常に余が拶裡 を離れ得ずして、思想の自由を束縛 し、余 を苦しめた
ママ

ことは本文の壁頭にも告白した通 りである。憤値問題と余は何の因縁で斯 くも執著 を脱 し能は

ぬか』・…

9.『 教育論叢』第25巻 第5号 文教書院

昭和6年5月1日 ・新刊紹介

創債教育學髄系 第二巻

牧 口常三郎著

本書は婁 に本誌に於て紹介 した創償教育學第一巻第一編教育學組織論第二編教育 目的論を承

けて第三編 として慣値を論 じたものである。今その内容の大暑を暴 ぐれば、第一章が債値 と教

育、第二章眞理と慣値、第三章認識観、第四章債値観、第五章債値の系統、第六章人格償値、

第七章が評債及創債法である。氏は、債値論 にっいては三十年來頭を悩まして來たといふ。本

書は三十年間の苦心の結晶とも見るべきもので、第二章眞理 と債値は全く氏の創見に成 るもの

である。紙敷四六判本文二六六頁定債壼圓武拾銭、東京府下大崎町上大崎三三六創債教育學會

襲行。

10.『 國漢』第3号 冨山房

昭和6年5月20日

創債教育學大系

全十二巻 第一巻既刊

定債 一圓二十銭

送料 十銭

牧 口常三郎先生著

明治三十六年に人生地理學を著 して本邦地理學の潮流を一縛せ しめたこの篤学者牧 口先生は、

今亦創債教育學を提唱して行詰った教育界に一新生面を與へんとせ られっ 払ある。その緒言の

冠頭に、

古代の傭兵の様に、己が領分である教育社會 にも一顧 されない様な奮來の教育學を棄て、新

しい教育學を實謹的、科學的に蘇生せ しめて、實際の教育生活に密接なる關係を保たせ よう
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としたのがこの創償教育である云々。
ママ

と述べ られてゐる。教育の経濟化 と能率増進、明 目的計書的系統的の文化的教育法、教育者の

優待 と精選、小學校長登用試験制度論、師範教育根本的改革案、生産的創債的教育法、學校の

社會化等々の弾丸を投じて、縦横無蓋に論 じ壼されてゐる。

東京府大崎町上大崎三三六

襲行所 創債教育學會

襲責所 冨山房

11.『 レツェンゾ』4月 号 紀伊國屋書店 レツェンゾ編輯部

昭和9年4月1日

社会生理学から見た二三の文献

田邊壽利

(前略)

(五)牧 口常三郎氏の 『教育改造論』

『人生地理學』の著者 として知 られてゐる牧 口常三郎氏の 『創債教育學膿系』(富山房)は 、社
ママ

學學の上に教育學を樹立せんとするものであり、この意味に於いて教育社會學の文献 として注

目すべきものであるが、最近頻獲する東京市、岡山縣、等々の教育疑獄は、我々をして右の「膿

系」の第三巻 『教育改造論』を再讃することの必要を痛切に感ぜ しめる。氏によれば教育制度は
一つの社會的制度であ り

、 したがって現行 日本の教育制度より生ずる害悪は、この制度を根本

的に改修せざる限 り根絶せ しめることができぬのであって、氏はそのために「小學校長登用試験
ママ

制度」「國立教育研究所の設立」、「視學制度塵止」、「半 日學校制度』等のごとき極めて機宜に適

した改造案を提出してゐる。この書は昭和七年の刊行であるが、現下の疑獄を豫見、豫告せる

貼からしても、新 らしく回顧 され問題とならねばならぬ文献であると思ふ。(一九三四 ・二 ・二

四。鵠沼にて)
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